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興福寺境内案内図
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中 金 堂

中 金 堂 は 藤 原 不 比 等 に よ り創 建 さ れ, そ の 規 模 は ｀11時 の 奈 良 朝 寺 院 の 中 で も 第 一

級でした｡６川の焼失･ 再 建の後｡ 享 保２年(1717) に焼 失､ 文 政２年(1819) に｢

仮 堂｣として再建されましたが､ 老朽化のため平成12 年(2000) に解 体し､ 仙||藍 の

中核で最も重要な建物を創建当初の姿に復元するために､基 埴の全面 発掘調責

をはじめ､ 歴史資料の研究成果等を取り入れ､ 天 平様式の中金堂が復元されま

した｡｢| 本 の伝統的木工技術を駆使し､ 奈良時代の建築様式を踏襲した建造物

でもあり､これほど人規模な木造の建造物は今後更に難しくなるとされています。

平城遷都1300 年を迎えた古都奈良の新たな象徴となり､かつ後世に伝える文化

遺産となります。

・ 木造 釈迦如来や像　・〈重文〉木造 薬王菩薩･ 薬h 菩薩立像　・〈国宝〉木造

四天王立像　 ・〈重文〉厨子入り 木造 古祥天倚像　 ・〈重文〉木造 大黒天立像

刻剛|々洲：り||.I』ヽ 17 時　 無休

11M 外|々 ： 人 人ぶ川川　中高牛:400 川　 小学 乍１００円･ﾐ こ･共迦 路はあ圧=Jﾐせん。

三重塔 ｆｎ
康 治2 年(H43)､ 崇 徳 天

こうかもんいんき
ょこ

皇 の 中 宮 皇 嘉 門 院 聖 子 が

建立｡治承４年(1180) の

焼失後､再建｡塔高19m 、

北円堂とともに寺内最古

の建物o軽やかで優美な

輪郭が特徴｡初層内部に

千体仏が描かれ､東の須

弥壇に弁才天坐像と十五

童子像を安置します。

7/7(弁才人供)のみ開扉

養近鉄　

奈良駅

東
向
商
店
街

手力雄神社

←JR奈良駅

南 円 堂 ●.kj ど414j圖

ｊ.ゆつぐ　　 うちまろ藤原 冬嗣が 父内麻呂 追善のため

弘仁４年( ８１３)に創 建｡ 寛 政元年(1789)､

４度Ｈの再建｡西 国三十三

所第九 番札所で日々参拝が多い。

・〈国宝〉木造 不空麗|索観音菩薩坐像

・〈岡宝〉木造 四天王立像

・〈国宝〉木造 法相六祖坐 像

10/17( 大般17 経転 読会) のみ洲扉

不 動 堂

毎月/I 、15､28: 護摩祈祷

北 円 堂 嘔逞1丿

興福寺を創建し､ 平 城京造営を推

進した藤原不比等のｰ- 周 忌にあた

る養老5 年(721)､ 平 城 京を一望に

見渡す最良の地に創建｡ 治 承4 年(1180)

の被 災後､承 元４年(1210)

頃に再建｡日本に現存する八角円堂

のうち､最 も美しいとされています。

・ く国宝) 木 造 弥勒如来坐像

・ く国宝) 木 造 無著･世 親菩薩立像

●く国宝) 木 心乾漆造 四天王立像
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仮 講 堂

老 朽 し た 中 金 堂( 仮 堂) に 代 わ り 、

昭 和50 年(1975)､ 講 堂 跡 に 薬 師

寺 旧 金 堂( 室 町 時 代) を 移 建 し｢ 仮

金 堂｣ とし て い まし た｡ その 後､ 中 金

堂 再 建･ 落 慶 に 伴 い､ 今 後 し ば ら く

は 講 堂 として の 役 目を 果 たし ます 。

・ 〈重 文 〉木 造 阿 弥 陀 如 来 坐 像

・ 〈重 文 〉木 造 薬 師 如 来 坐 像

・ 〈重 文 〉木 造 地 蔵 菩 薩 立 像

・ 〈重 文 〉木 造 木 造 梵 天 立 像

陥 年 で 川 ………|:･.I C･こ慈 恩 会 を 厳 修
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五 重 塔1 雫･

天平２年(730)､ 光明 皇后

が建立｡5 回の被災再建を

経て､ 応 永33 年(1426)

頃 再 建｡ 塔 高50.1m 。

奈良時代の特徴を随所に

残しながら､ 中 世 的で豪

快な手法が大胆な力強い

塔です｡ 初 層の四方には、

薬 師三 尊 像･ 釈 迦 三 尊

像･ 阿 弥 陀三尊像･ 弥 勒

三尊像を安置します。
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東金堂 Ｃll

国宝館

ﾚ孵彩

神 亀3 年(726) 聖 武 天 皇 が 造 立｡ 創

建 当 初 は 浄 瑠 璃 光 世 界 を 表 す べ く、

須 弥 壇 に 緑 粕 の タイル を 敷 い た と言

われ ています｡ 応 永22 年(1415) 再 建。

・〈重 文 〉銅 造 薬 師 如 来 坐 像

・〈国 宝 〉木 造 文 殊 菩 薩 坐 像

●〈国 宝 〉木 造 十 二 神 将 立 像　 他

拝 観 時lnl : 911む～17 時 ………!!!tf木

11 観 料 金 ： 人 人　 中lｙlﾓ　 小 学 乍

300 円　200 円　100 円
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奈良国立博物館→
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菩 提 院

大 御 堂

国 宝 館

僧侶が食事をする食堂の場所に､昭

和34 年(1959) に建てられましたO興

福寺の歴史を伝える仏像や絵両、

典籍文書等を収蔵･安 置しています。

・〈国宝〉木造 千手観音菩薩立像

・〈国宝〉乾漆 阿修羅立像(八 部衆)

・〈国宝〉銅造 仏頭 他

拝観時間:9 時～17 時………J!!11木

拝 観料金：人人　1111？|卜 小学生

700 円600 円300 円

束 金‘;;い 国 宝 館 連 帯 共通 券 ： 人 人900 川 ／中 鳥 生700 円 ………yjヽ‘` 7′IE;350 11j

・

婢

大 湯 屋 纒工ZZZ3

湯 屋は奈良時代に創建されたと思わ

れますが､文献での初見は平安時代。

被災後､ 室 町時代に再建｡ 部 材から

五重塔再建と同時期と考えられますO

菩 提 院 大 御 堂

十三鐘の俗称で知られ､ 三 作石子

詰めの伝承を持ちます｡奈良時代の

玄防僧正を供養した一院が起源と

思われ､ 天正8 年(1580) 再建。

12/31 除 夜の鈍の時間帯のみ開扉

PＨＯＴＯ: 飛鳥園
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興福寺の歴史

興福寺は､天智8年(669) に中臣(藤原)鎌足が重い病気に患った

際､夫人である鏡女王が夫の回復を祈願し､釈迦三尊を安置するた

めに造営した山階寺( 山背国) を起源とします｡壬申の乱(672) の後

に飛鳥に移建され､ 地 名をとって厩坂寺となり､さらに平城遷都の

際､ 和銅3 年(710) 藤 原 不比等によって移されるとともに､｢興 福寺｣

と改号されました｡天皇や皇后､また藤原氏の手によって次々に堂塔

が建てられ､奈 良時代には四人寺､ 平安時代には七大寺の一つに数

えられました｡特 に摂関家( 藤 原北家) との関係が深かったために手

厚く保護され､ 寺 勢はますますさかんになります｡平安時代には春日

社の実権を手申におさめ､ 大和国を領するほどになり､また､ 鎌倉幕

府･ 室 町 幕 府 は大 和 国 に 守 護 を 置 か ず､ 興 福 寺 が そ の 任 に当 た りま

し た｡ 文 禄４年(1595) の 検 地 で 春 口 社 興 福 寺 合 体 の 知 行 とし て2 万1

千 余 石 と定 め ら れ､ 徳 川 政 権 下 にお い て もそ の 面 目 は 保 た れ まし

しんぶっはんぜんれい はいぶっ きしゃく　　　　ぁげちれい
た｡ 明 治 時 代 はじ め の 神 仏 判 然 令､ 廃 仏 毀 釈､ 寺 社 領 上 知 令 な ど に

より興福寺は荒れましたが､その後は寺殼･有縁の人々の努力で復

興が進展し､新たな興福寺としてその歴史を刻み続けています。

興福寺の教え

興福寺は法相教学の寺院として法灯を護持してきました｡法 相宗の

根本教義は弥勒が説いた｢あらゆる存在は唯だ自己の識( 心) の現れ

にすぎない｣とする｢唯識｣ の思想ですOこの教えは4 ～5 世紀のインド

の僧である無著･ 世親が大成し､ その後､インドから膨大な仏典を請

来した中国の玄奘三蔵が､インドの護法論師の解釈をまとめて『成唯

識論』を著しました｡その玄奘に師事した慈恩大師基は特に唯識を学識論』を著しました｡そ

問として体系づけたこ問として体系づけたことによって､法 相の宗祖として尊崇されてきまし

ししゅう　　
ぇしょうぼくよう　　 もしゅう

た｡その後､ 溜洲大師慧沼･ 涙陽大師智周へと教学は受け継がれ､涙

陽大師に学んだ遣唐僧の玄防が興福寺にその教えをもたらしましたO

興福寺の主な年中行事

2月節 分の目

2月15 日

3月5日4

月8日

4月17 日

4月25日

5月第3金･土曜日

7月7 日

10月第1土曜口10

月17日

Ｈ月13日

12月31日

ついな え追 饉 会

ねはんえ
涅 槃 会

さんぞうぇ
三 蔵 会

ぶっしょうえ

仏 生 会

ほうじょうえ

放 生 会

もんじゅ え

文 殊 会

たきぎお のう

薪 御 能

べんざいてん く

弁 才 天 供

東金堂

本坊

南円堂前

一言観音堂

東金堂

南大門跡前 般若の芝

三重塔

とうえいのう

塔 影 能

だいはんにやきｌうてんどく え

大 般 若 経 転 読 会

慈 恩 会

興福寺彿教文化講座

東金堂前庭

南 円 堂

仮 講 堂( 会場､よ薬師寺と隔年)

南 円 堂､ 菩 提 院 大 御 堂

仏教や仏教美術など各々の分野で活躍されている専門の方々をお

招きして､ 毎 月第2 土 曜日午後1 時から興福寺会館で 開催します。

受講は無料で予約不要､ どなたでもご自由にお聴きいただけます。

興福寺の主な諸尊像

ｊ
－
一

一
’―
″
　
　
　
　
　

・
¨゙“χ
な
。

。
　

゛゙

’

・`

Ｓ
］

ｇ

！

」

―
　

燕

一

Ｌ

Ｉ

Ｉ

…

匹
″
‘
　
　
　
　
　
　
　‐
、
。
　
。
・

＠

国宝 木造

無著菩薩立像・世 親菩薩 立像

法相宗大本ふ興福 寺

a
　
黒
心

国宝 木造

維摩居士坐 像・文 殊菩薩坐像

西国三十二二所 第九番札所 南円堂 ／ 西国薬師霊場 第四番札所 東金堂

神仏需場（奈良県）第十六番 ／ 大和北部八十ハケ所霊場 第六卜二番 菩提院大御堂

〒630-8213 奈良市登大路町48 番地　http://ｗｗｗ.kohfｕk1lji.ｃｏｍ/

本 坊 寺 務 所 Ｔｅｌ.0742-22-7755　 国宝 館 Ｔｅｌ.0742-22-5370

南円堂納経所 Ｔｅｌ.0742-24-4920　 東金堂 Ｔｅ１.0742-22-7781

駐車場 Ｔｅｌ.0742-22-４096

交通アクセス

ｉ
Ｊ

Ｒ

東 京駅

東 海 道 新 幹 線

● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ● ●

約2 時 問30 分

京都駅

新人 阪駅　 …･ 大阪駅

i　 京都駅

近
鉄　　 大阪難波駅

函

自
留

riiii　

空
港
ズ

名 古屋方面

京都方面

大阪方面

みやこ路快速
Ｊ
Ｒ

奈
良
駅

近

鉄
奈
良
駅

名阪国道

第二阪奈有料道路

関西国際空港 ‥‥‥‥::::Ｍ:……:で

大阪(伊丹

バ
ス
停

¬近

１

に

な所要時間は目安です。

余 良交 通

バス

約7 分

興

福

ｔ
寸

；

約44 分

大 和 路 快 速

●4 ● ● ●丿 ● ● ●丿

約55 分

約35 分( 特 急) ／ 約50 分( 急 行)

● ● ● ● ● ●● い ● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ● ● ●● ● ● ●

※ 近 鉄 符 急 を ご 利 川 の 際 は

別 途 特 急 券 か 必 要 で す 。

天理IＣ

木津IＣ

宝来ランプ

１川2 便・約80 ～85 分

徒歩

約15 分

徒歩

約5分

約30 分

約15 分

約15 分

●● ●● ● ● ●● ● 會●

徒 歩　

約6 分

1日13 便・約65 分

iPI 駐 車場:9 時～17 時／大型バス･マイクロバス2,500 円／ 乗用車1,000 円
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